
午後の部 (伝送交換)平 成 ３ １ 年 度 第 １ 回
専門的能力・電気通信システム電気通信主任技術者試験問題

注 意 事 項
１４時２０分１ 試験開始時刻

２ 試験種別終了時刻

試 験 科 目 科 目 数 終 了 時 刻
１５時４０分「電気通信システム」のみ １ 科 目
１６時００分「専門的能力」のみ １ 科 目
１７時２０分「専門的能力」及び「電気通信システム」 ２ 科 目

３ 試験種別と試験科目別の問題(解答)数及び試験問題ページ

問 題 ( 解 答 ) 数 試 験 問 題
試 験 種 別 試 験 科 目 申請した専門分野

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ ペ ー ジ
伝 送 ８ ８ ８ ８ ８ 伝 1～伝15
無 線 ８ ８ ８ ８ ８ 伝16～伝30

専門的能力 交 換 ８ ８ ８ ８ ８ 伝31～伝46

伝送交換主任技術者 デ ー タ 通 信 ８ ８ ８ ８ ８ 伝47～伝61
通 信 電 力 ８ ８ ８ ８ ８ 伝62～伝76

電 気 通 信 専 門 分 野 に
問１から問２０まで ２０ 伝77～伝80

シ ス テ ム かかわらず共通

４ 受験番号等の記入とマークの仕方

マークシート(解答用紙)にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。(1)

受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。(2)
生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の｢０｣もマークしてください。(3)

[記入例] 受験番号 ０１ＡＢ９４１２３４ 生年月日 昭和５０年３月１日

５ 答案作成上の注意

マークシート(解答用紙)は１枚で、２科目の解答ができます。(1)
｢専門的能力｣は薄紫色(左欄)、｢電気通信システム｣は青色(右欄)です。
解答は試験科目の解答欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆(ＨＢ又はＢ)で濃く塗りつぶしてください｡(2)

ので、使用しないでください。① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されません
二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。② 一つの問いに対する解答は一つだけです。

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。
免除科目がある場合は、 科目欄は記入しないでください。(3) その

(4) 、あなたが ( と略記)を○で囲んでください。受験種別欄は 受験申請した伝送交換主任技術者 『伝 送 交 換』
(5) ､ のうち、あなたが を○で囲んで専門的能力欄は 『伝送・無線・交換・データ通信・通信電力』 受験申請した専門的能力
ください。
試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。(6)

６ 合格点及び問題に対する配点

(1) 各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。
(2) 各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。

マークシート(解答用紙)は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。

受 験 番 号 解答の公表は７月１７日１０時以降の予定です。
(控 え) 合否の検索は８月 ５日１４時以降可能の予定です。

(今後の問い合わせなどに必要になります。)
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試 験 種 別 試 験 科 目 専 門 分 野

伝送交換主任技術者 専門的能力 交 換

問１ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、第３.９世代移動通信システム(ＬＴＥ)のコアネットワークであるＥＰＣにおけ

る移動端末(ＵＥ)登録手順の概要などについて述べたものである。 内の(ア)～(エ)に

最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号

は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＵＥが電源投入によりネットワークに接続する場合、ＵＥは (ア) との間で制御信号を

送受信する無線制御リンクを確立し、 (イ) に対してアタッチ要求を送信する。 (イ)

は位置登録メッセージを (ウ) とやり取りし、 (ウ) が、配下に接続された当該ＵＥ

の情報を保持した後、デフォルトＰＤＮ(Packet Data Network)への通信経路の設定を開始する

ために、Ｓ－ＧＷに対するベアラ設定要求メッセージを送信する。

ベアラ設定要求メッセージを受信したＳ－ＧＷは、 (エ) に対して経路設定要求メッセー

ジを送信する。経路設定要求メッセージを受信した (エ) が、ＵＥに対してＩＰアドレス

を割り当て、経路設定応答メッセージをＳ－ＧＷへ返すことにより、 (エ) とＳ－ＧＷと

の間に、常時保持されるコアネットワーク通信経路が設定される。

(イ) は、Ｓ－ＧＷから受信したベアラ設定応答メッセージの情報をコンテキスト設定

要求メッセージに設定して、 (ア) へ通知する。 (ア) は、ＵＥとの間の無線データ

リンクを確立するとともに、ＵＥへアタッチ完了通知メッセージを送信する。これらの処理に

より、ＵＥからの通信経路設定が完了し、デフォルトＰＤＮとの通信が可能となる。

＜ ＞(ア)～(エ)の解答群

① ＨＧＷ ② ｅＮｏｄｅＢ ③ ＧＮＳＳ ④ ＩＭＳ

⑤ ＲＮＣ ⑥ ＩＭ－ＳＳＦ ⑦ ＨＳＳ ⑧ エッジルータ

⑨ ＳＬＦ ⑩ ＰＣＲＦ ⑪ ＰＤＳＮ ⑫ Ｐ－ＧＷ

⑬ ＭＭＥ ⑭ ＡＳＮ－ＧＷ ⑮ ｅＰＤＧ ⑯ ゲートキーパ
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

第３世代移動通信システム(３Ｇ)の標準仕様の一つである３ＧＰＰリリース９９について述

べた次の文章のうち、正しいものは、 (オ) である。

＜ ＞(オ)の解答群

① ３Ｇコアネットワークの論理的な機能単位群として、回線交換サービスを提供す

るＣＳドメインとパケット交換サービスを提供するＰＳドメインが定義されている。

② ＣＳドメインには、移動通信の回線交換機能を持つＳＧＳＮ(Serving GPRS Support

Node)、移動先における加入者情報の登録データベースであるＶＬＲ(Visitor Location

Register)などの機能要素がある。

③ パケット交換コアネットワークは、ＳＧＳＮをゲートウェイとして外部のＩＰ

ネットワークと相互接続され、ＳＧＳＮと外部ＩＰネットワークとのインタフェース

はＩｕインタフェースとして定義されている。

④ 移動端末(ＵＥ)は、回線交換サービスとパケット交換サービスを同時には利用で

きない。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

Ｎｏ.７共通線信号方式の信号網機能部における信号メッセージ処理部の機能について述べた

次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ 信号メッセージルーティング機能では、信号メッセージを着信号局に転送するための出信

号リンクを決定している。

Ｂ 信号メッセージ識別機能では、受信信号メッセージが自信号局宛てなのか、他信号局へ中

継するのかを識別している。

Ｃ 信号メッセージ分配機能では、信号トラヒックの迂回を管理している。
う

＜ ＞(カ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

電話用デジタル交換設備における呼量などについて述べた次の文章のうち、誤っているもの

は、 (キ) である。

＜ ＞(キ)の解答群

① ある回線群で運ばれた呼量は、出回線群における１時間当たりの延べ保留時間で

表すことができる。

② ある回線群で運ばれた呼量は、同時接続呼数を複数回測定し、同時接続呼数の

総和を測定回数で除することにより表すことができる。

③ 生起呼量は加えられた呼量ともいわれ、平均保留時間の間に全ての入線に生起す

る平均呼数で表すことができる。

④ 生起呼量ａと運ばれた呼量ａ の関係は、一般に、即時式の系の場合はａ＝ａ 、Ｃ Ｃ

待時式の系の場合はａ≧ａ となる。Ｃ
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(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

即時式完全線群におけるトラヒックについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。ただ

し、必要により、下記の即時式完全線群負荷表を使用するものとし、運ばれた呼量は、四捨五

入により小数第１位までとする。

Ａ ある回線群で１時間に１,２００呼が運ばれ、その平均保留時間が６０秒であった。こ

の回線群で運ばれた呼量は１２.０ アーラン である。

Ｂ ある回線群に平均保留時間４５秒の呼が１時間に３２０呼生起するとき、呼損率を０.０１

以下とするために必要な最少の出回線数は１４回線である。

Ｃ ある回線群の出回線数が２５回線、呼損率が０.０１のとき、運ばれた呼量は１６.０

アーラン である。

即時式完全線群負荷表 単位：アーラン

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ0.01 0.01 0.01 0.01ｎ ｎ ｎ ｎ

1 0.010 11 5.160 21 12.838 31 21.191

2 0.153 12 5.876 22 13.651 32 22.048

3 0.456 13 6.607 23 14.471 33 22.909

4 0.870 14 7.352 24 15.295 34 23.772

5 1.361 15 8.108 25 16.125 35 24.638

6 1.909 16 8.875 26 16.959 36 25.507

7 2.501 17 9.652 27 17.797 37 26.379

8 3.128 18 10.437 28 18.640 38 27.253

9 3.783 19 11.230 29 19.487 39 28.129

10 4.461 20 12.031 30 20.337 40 29.007

(凡 例) Ｂ：呼損率 ｎ：出回線数

<(ク)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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問２ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＩＭＳにおけるＳＩＰベースのＩＰ電話網とＰＳＴＮの相互接続について述べた

ものである。 内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号

を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＩＰ電話網とＰＳＴＮとの接続を行うには、信号方式として、一般に、ＩＰ電話網ではＳＩＰ

が、ＰＳＴＮではＮｏ.７共通線信号方式が用いられているため、音声などのメディア及び呼

制御のための信号メッセージの変換を行う必要がある。

ＩＰ電話網内にあるＭＧＣＦは、ＩＰ電話網のＳＩＰメッセージとＰＳＴＮのＩＳＵＰメッ

セージとの変換を行うとともに、それらのメッセージからメディアの変換に必要な情報を得て

(ア) の制御を行う。また、 (ア) は、ＩＰ電話網のＲＴＰメディアストリームと

ＰＳＴＮの間でメディア変換を行い、両者の間で音声符号化方式が異なる場合は符号の変換も

行う。

ＩＰ電話網からＰＳＴＮへ呼を接続する場合、プロキシサーバの役割を持つ (イ) は、

着信先の電話番号などからＰＳＴＮへ接続するためのＩＰ電話網内のＭＧＣＦや他のＩＰ電話

網に存在する別の (イ) に対してＩＮＶＩＴＥリクエストを転送する。

ＰＳＴＮからＩＰ電話網へ呼を接続する場合、ＭＧＣＦは、ＰＳＴＮからＩＳＵＰメッセー

ジの (ウ) をＳＧＷ経由で受け、着信先電話番号を設定したＩＮＶＩＴＥリクエストを

(エ) に送信する。 (エ) は、着信先電話番号からユーザを管理するＳＩＰサーバを

選択して、ＩＮＶＩＴＥリクエストを転送する。

＜ ＞(ア)～(エ)の解答群

① ＩＢＣＦ ② ＭＧＷ ③ ＡＣＫリクエスト ④ Ｐ－ＣＳＣＦ

⑤ ＴｒＧＷ ⑥ ＳＢＣ ⑦ Ｓ－ＣＳＣＦ ⑧ ＩＡＭメッセージ

⑨ ＢＧＣＦ ⑩ ＨＬＲ ⑪ Ｉ－ＣＳＣＦ ⑫ ＣＰＧメッセージ

⑬ ＡＢＮＦ ⑭ ＨＧＷ ⑮ ＢＹＥリクエスト ⑯ ＳＩＰ－ＡＳ
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＳＩＰについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ ＳＩＰはエンドシステム間のクライアントサーバモデルに基づいており、このエンドシス

テムに相当するものは、ユーザエージェント(ＵＡ)といわれる。

Ｂ ＵＡとＵＡとの間でやり取りされるリクエストとレスポンスは、トランザクションといわ

れる。

Ｃ エンドシステム間では、リクエストとレスポンスがやり取りされるが、リクエストを生成

するＵＡは、ユーザエージェントサーバ(ＵＡＳ)といわれる。

＜ ＞(オ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＳＩＧＴＲＡＮの概要について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (カ) であ

る。

＜ ＞(カ)の解答群

① Ｎｏ.７共通線信号方式を用いたＩＳＵＰ信号などの制御信号をＩＰ電話網上で転

送するためのプロトコルスタックは、ＳＩＧＴＲＡＮといわれる。

② ＳＣＴＰは、インターネットレイヤのプロトコルであり、二つのＳＣＴＰエンド

ポイント間でのデータ転送のためのアソシエーションの確立、データの送受信、ア

ソシエーションの終了などを規定したＳＩＧＴＲＡＮのコンポーネントである。

③ Ｍ２ＰＡは、ＭＴＰレベル２と同様の機能をＭＴＰレベル３に提供するためのプ

ロトコルであり、ＭＳＵ、ＬＳＳＵなどのＭＴＰレベル２メッセージをエミュレー

トしている。

④ Ｍ３ＵＡは、ＭＴＰレベル３ユーザシグナリングを転送するためのプロトコルで

あり、ＩＳＵＰ、ＳＣＣＰなどのメッセージの転送に用いられている。



伝37

(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＴＵ－Ｔ勧告で標準化されている音声符号化方式の概要について述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (キ) である。

＜ ＞(キ)の解答群

① Ｇ.７１１として標準化された符号化方式は、符号化速度が６４ kbit／s であり、

ＩＳＤＮなどの固定電話網内の音声信号の伝送に使用されている。

② Ｇ.７２９として標準化された符号化方式は、符号化速度が８ kbit／s の波形符

号化方式であり、携帯電話、ＩＰ電話などで使用されている。

③ 高圧縮な音声符号化方式のＧ.７２９ａは、Ｇ.７１１と比較して、音声品質、符

号化に伴う遅延時間などで劣るが、伝送帯域を狭くすることができる。

④ Ｇ.７２２として標準化された符号化方式は、符号化速度が６４ kbit／s 、５６

kbit／s 、４８ kbit／s の波形符号化方式であり、ＩＰ電話、ＴＶ会議システム

などで使用されている。同じ符号化速度の場合、Ｇ.７１１と比較して、高品質の音

声符号化が可能である。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＰＳＴＮのサービス品質の基準について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。

Ａ サービス品質のうち、正常な通信を維持できる度合いとして、サービスの安定性及び信頼

性がどの程度であるかを定めたものは、安定品質といわれる。設備故障、自然災害による設

備の罹災、異常トラヒックなどを想定して、伝送ルートの複数化、交換機の分散設置などの
り

対策を講ずることにより安定品質が向上する。

Ｂ 通信のつながりやすさを規定したサービス品質は、接続品質といわれ、一般に、接続損失

及び接続遅延という二つの要素で捉えられる。サービスを利用するユーザが発呼してから接

続される途上において、交換機内の共通機器又は中継線の全塞がりなどに遭遇して呼がつな

がらない事象は、接続損失といわれる。

Ｃ 接続品質は、通信網に加わるトラヒックによって異なる。トラヒックは１日のうちの時間

帯、曜日、季節などによって大きく異なるため、基準となるトラヒックを最繁月の月間平均

トラヒックとし、それに基づいた接続品質が、法令に規定されている。

＜ ＞(ク)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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問３ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＷＤＭ伝送システムの概要について述べたものである。 内の(ア)～

(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同

じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＷＤＭ伝送システムは、波長分割多重技術を用いて、１本の光ファイバに波長の異なる複数

の光信号を多重化することにより、大容量のデータの高速伝送を可能とするものである。

ＷＤＭ伝送システムでは、ＳＤＨ／ＳＯＮＥＴ伝送装置などから受信した光信号は、一般に、

送信側のＷＤＭ端局装置の (ア) において、電気信号に変換されるとともに、雑音が除去

され、波形が整えられ、再び光信号に変換された後、多重化部に送られる。 (ア) では、

超高速及び長スパン伝送を実現するため、一般に、無変調連続波光源を用いた (イ) 変調

方式が適用された送信回路が用いられる。多重化部及び分離部ではＡＷＧが広く用いられてい

る。

光ファイバケーブル伝送路には、一般に、光ファイバによる光信号の減衰を補うため、３Ｒ

機能のうちのタイミング抽出及び (ウ) 機能は持たないが、低雑音な光増幅機能を持つ

(エ) 中継器が設置される。

伝送された光信号は、受信側のＷＤＭ端局装置において、光信号の分離及び変換処理を経て

ＳＤＨ／ＳＯＮＥＴ伝送装置などに出力される。

＜ ＞(ア)～(エ)の解答群

① 無 線 ② アナログ ③ コンテナ ④ トランスポンダ

⑤ 直 接 ⑥ ＬＡＰＤ ⑦ 識別再生 ⑧ 中間周波数

⑨ 自 己 ⑩ 相 互 ⑪ ジッタ抑制 ⑫ リング共振器

⑬ 外 部 ⑭ 高感度 ⑮ 線 形 ⑯ クロック生成
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ｘＤＳＬの特徴などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ) である。

＜ ＞(オ)の解答群

① 設備センタとユーザ間の通信媒体にメタリックケーブルを用いるデジタル伝送方

式として、ＡＤＳＬ、ＨＤＳＬ、ＳＤＳＬなどがある。このうちＨＤＳＬ及び

ＳＤＳＬは、いずれも上り方向と下り方向の伝送速度が等しい方式である。

② ＡＤＳＬの変調方式にはＣＡＰ方式とＤＭＴ方式がある。このうちＤＭＴ方式は、

ＣＡＰ方式と比較して、設備センタからの下り信号の伝送速度を高速にでき、かつ、

伝送路上で生ずるノイズの影響を受けにくい。

③ ＶＤＳＬは、２Ｂ１Ｑ符号化を用いてベースバンド伝送を行う方式であるＨＤＳＬ

と比較して、一般に、低速であるが最大伝送可能距離が長い。

④ １対のメタリックケーブルを用いて上り方向と下り方向の伝送を同時に行う方式

には、ＦＤＤ方式、エコーキャンセラ方式などがある。このうちエコーキャンセラ

方式は、上り方向と下り方向の帯域を重ねることができるため、一般に、ＦＤＤ方

式と比較して、必要とされる周波数帯域を狭くすることが可能である。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＧＥ－ＰＯＮの初期設定プロセスについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ 各ＯＮＵからＯＬＴまでの伝送距離が同一でない状況において、各ＯＮＵからの上り信号

が衝突しＯＬＴでの信号検出ができなくなることを避けるため、ＯＬＴが各ＯＮＵとの伝送

時間をあらかじめ測定するレンジング処理を行い、各ＯＮＵからの上り信号が衝突しない送

信タイミングを各ＯＮＵへ通知する方法が採られている。

Ｂ レンジング処理では、ＯＬＴが送信した遅延測定信号送出許可の命令を受信したＯＮＵは、

ある短い時間α後に遅延測定信号をＯＬＴへ送信する。ＯＬＴは、遅延測定信号送出許可を

送信してから遅延測定信号を受信するまでの時間(ＲＴＴ)を測定することで、ＯＬＴとＯＮＵ

間の往復遅延時間を次式により求めることができる。
α

往復遅延時間 ＝ ＲＴＴ －
２

Ｃ レンジングの処理中はレンジング窓といわれる一定の時間だけ他のＯＮＵの信号送出が禁

じられるため、レンジング窓よりもＲＴＴが小さいと往復遅延時間が測定できない。レンジ

ング窓の大きさにより、ＯＬＴとＯＮＵとの理論的な最大距離が決定される。

＜ ＞(カ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

固定無線アクセスシステムの特徴などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、

(キ) である。

＜ ＞(キ)の解答群

① ２.４ＧＨz帯及び５ＧＨz帯を使用する無線ＬＡＮをベースとしたＦＷＡは、ミ

リ波及び準ミリ波帯を使用したＦＷＡと比較して低コストで、電波の出力にかかわ

らず無線局免許が不要であるため、迅速な回線設定が可能である。

② 固定ＷｉＭＡＸやＩＥＥＥ８０２.１１ａ方式の無線ＬＡＮで採用されている

ＳＤＭＡ方式は、高速なデータを複数の低速なデータに分割し、複数のサブキャリ

アを用いて並列伝送を行うことにより、伝送遅延の影響を低減することが可能であ

る。

③ ＦＷＡには、基地局と複数の利用者を結ぶポイント・ツー・マルチポイント方式

と、基地局と利用者を１対１で結ぶポイント・ツー・ポイント方式がある。ポイン

ト・ツー・マルチポイント方式の最大伝送距離は、一般に、基地局を中心とした半

径２５ kｍ 程度である。

④ ＩＥＥＥ８０２.１１ｎ規格などで用いられているＭＩＭＯ方式は、送受信に複

数のアンテナを用いることにより、空間多重による伝送速度の向上や複数の通信経

路の異なる電波の伝搬特性を利用したダイバーシチ効果による接続性の向上が図ら

れている。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＣＡＴＶで用いられる映像配信技術について述べた次の文章のうち、正しいものは、

(ク) である。

＜ ＞(ク)の解答群

① ＣＡＴＶによりデジタルテレビ放送の再放送を行う際、ＣＡＴＶの伝送路に適し

た伝送路符号に変換して伝送する方式は、周波数変換パススルーといわれる。

② ＣＡＴＶによりデジタルテレビ放送の再放送を行う際、放送波と同じ変調方式の

ままＣＡＴＶの伝送路に再放送する方式は、トランスモジュレーションといわれる。

③ 多チャンネル映像信号の光配信システムに用いられているＦＭ一括変調方式では、

周波数多重された映像電気信号を広帯域のＦＭ信号に変換し、このＦＭ信号でＬＤ

の出力光を強度変調している。

④ ＨＦＣ方式は、センタ側設備のヘッドエンド装置から途中の分岐点まで同軸ケー

ブルを用いて接続し、分岐点から先の各ユーザ宅まで光ファイバケーブルで接続す

る構成を採っており、一般に、下り伝送周波数を７７０ ＭＨz 程度まで拡大する

ことができる。
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問４ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＶＲＲＰ(Virtual Router Redundancy Protocol)の概要について述べたものであ

る。 内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＶＲＲＰは、ＬＡＮなどのネットワークにおいて、外部ネットワークとの最初の接続点とな

る (ア) を冗長化するための標準プロトコルであり、実際に (ア) として稼働してい

る (イ) ルータに故障が発生した場合、 (ウ) ルータが直ちにパケットの転送を引き

継ぎ、故障による影響を最小限にとどめる仕組みになっている。

ＶＲＲＰにおいては、同一のＬＡＮ回線に接続されている複数のルータを１台の仮想ルータ

として扱うようにＶＲＲＰグループが構成される。ＶＲＲＰでは、仮想ルータの持つ仮想ＩＰ

アドレスとして、実際に割り当てられていないＩＰアドレス、又は実際に割り当てられている

実ＩＰアドレスを設定することができる。仮想ＩＰアドレスとして実アドレスを設定した場合、

実ＩＰアドレスを所有するルータが自動的に (イ) ルータとなる。

(イ) ルータは、 (エ) を定期的にマルチキャストすることにより動作中であるこ

とを知らせる。 (エ) が決められた時間内に受信されない場合、 (ウ) ル ータが

(イ) ルータとなる。仮想ルータには仮想ＭＡＣアドレスが割り当てられ、ＩＰｖ４では、

(ア) の仮想ＩＰアドレスに対するＡＲＰ要求に応答して、仮想ＭＡＣアドレスが通知さ

れる。

＜ ＞(ア)～(エ)の解答群

① アクセス ② ＳＩＰサーバ ③ アドバタイズメント

④ ＬＳＲ ⑤ バックボーン ⑥ マスタ

⑦ スレーブ ⑧ Ｌ２ＳＷ ⑨ ＡＲＰパケット

⑩ リモート ⑪ バックアップ ⑫ ＩＮＶＩＴＥメッセージ

⑬ Ｒｅｇｉｓｔｅｒパケット ⑭ コア

⑮ スイッチングハブ ⑯ デフォルトゲートウェイ
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰｖ６のアドレスなどの特徴について述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(オ) である。

＜ ＞(オ)の解答群

① ＩＰｖ６のアドレスサイズは１２８ bit であり、そのアドレス表記は８ bit ず

つ１６個のブロックに分けて１６進数で表し、ブロック間をピリオド記号で区切る。

② ＩＰｖ６アドレスは、ノードが持つネットワークインタフェースに対して割り当

てられる。各ネットワークインタフェースには、複数のＩＰｖ６アドレスを割り当

てることが可能である。

③ ＩＰｖ６では、ブロードキャストはマルチキャストの特殊なケースとして用いら

れ、ブロードキャストアドレスは定義されていない。

④ ＩＰｖ６パケットの基本ヘッダのヘッダ長は４０ オクテット に固定されており、

拡張ヘッダは、基本ヘッダとペイロード部の上位層プロトコルヘッダとの間に書き

込まれる。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＵＤＰについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ ＵＤＰは、アプリケーションに対し、一般に、ストリーム型の全二重通信サービスを提供

する。

Ｂ ＵＤＰは、受信側のバッファをあふれさせないように、受信側から送信側へ送出を制御す

るフロー制御の機能を有している。

Ｃ ＵＤＰは、送受信されるデータグラムとデータグラムに付加される疑似ヘッダのチェック

サムによる誤り検出機能はあるが、再送制御及び順序制御の機能はない。

＜ ＞(カ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰｖ６におけるルーティングプロトコルについて述べた次の文章のうち、正しいものは、

(キ) である。

＜ ＞(キ)の解答群

① ＯＳＰＦｖ３は、ＡＳ間の経路制御を行うパスベクタ型のプロトコルである。

② ＯＳＰＦｖ３で用いられるＨｅｌｌｏなどのＯＳＰＦパケットは、トランスポー

ト層のプロトコルとして、一般に、ＵＤＰを使用して交換される。

③ ＲＩＰｎｇは、ＡＳ内の経路制御を行うディスタンスベクタ型のプロトコルである。

④ ＲＩＰｎｇは、ＲＩＰｖ２と同様にプロトコルとして認証機能を有している。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＣＭＰｖ６の特徴について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ク) である。

＜ ＞(ク)の解答群

① 通信を制御するためのメッセージを運ぶプロトコルであるＩＣＭＰｖ６のプロト

コル番号は、ＩＰｖ４のＩＣＭＰと同じ１を使用する。

② ＩＣＭＰｖ６メッセージには、大きく分けてエラーメッセージと情報メッセージ

の２種類がある。

③ エラーメッセージの一つであるパラメータ問題メッセージは、ノードがパケット

の処理中に、ＩＣＭＰｖ６ヘッダで問題を見つけた場合に生成される。

④ エラーメッセージの一つであるパケット過大メッセージは、ルータがパケットを

送信するときに、パケットのサイズが送信先リンクのＭＴＵよりも小さい場合に生

成される。
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問５ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、インターネットプロトコルについて述べたものである。 内の(ア)～(エ)

に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (２点×４＝８点)

インターネットプロトコル(ＩＰ)は、ＯＳＩ参照モデルのレイヤ３に相当する (ア) 型

の通信プロトコルである。

ＩＰｖ４におけるＩＰパケットは、可変長のヘッダ部とペイロード部から構成される。ヘッ

ダには、ＩＰルーティングに必要な情報として、送信元ＩＰアドレスや宛先ＩＰアドレスのほ

か、ＩＰパケットの優先度などを示す (イ) 、ＩＰパケットの分割を制御するフラグ及び

フラグメントオフセット、中継ルータ数の限界を示す (ウ) などが含まれる。

なお、オプションフィールド及びパディングビットを除くＩＰｖ４におけるＩＰパケットの

最小ヘッダ長は、 (エ) Ｂyte である。

<(ア)～(エ)の解答群>

① １６ ② ＱｏＳ ③ ＲＩＰ ④ コネクション

⑤ ２０ ⑥ ＴｏＳ ⑦ Ｐ２Ｐ ⑧ プロトコル番号

⑨ ３２ ⑩ ＭＡＣ ⑪ ＡＣＫ ⑫ コネクションレス

⑬ ６４ ⑭ ＴＴＬ ⑮ ＭＴＵ ⑯ ギャランティ
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＭＰＬＳ又はトンネリングプロトコルについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(オ) である。

<(オ)の解答群>

① ＭＰＬＳに用いられるシムヘッダは、レイヤ２ヘッダとレイヤ３ヘッダの間に挿

入される。また、ラベルスタッキングを実現するために複数のシムヘッダを用いる

ことができる。

② ＭＰＬＳにおいて、同一ポリシーによって分類されるパケット群は、一般に、

ＦＥＣ(Forwarding Equivalence Class)といわれる。ＦＥＣを用いると、各パケッ

トのレイヤ３ヘッダ情報を基に一つ一つ処理する方法と比較して、効率的なパケッ

ト処理が可能となる。

③ Ｌ２ＴＰは、ＰＡＰ、ＣＨＡＰなどのユーザ認証を含むＰＰＰセッションを利用

してトンネル形成を可能としている。

④ ＰＰＴＰは、リモートアクセスＶＰＮを形成できるが、ＬＡＮ間接続ＶＰＮは形

成できない。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＬＡＮスイッチのアクセスコントロールについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ タグ方式では、ＶＬＡＮ ＩＤを含むタグをＭＡＣフレームに付加し、タグをデータとと

もにＭＡＣフレームで運ぶ。タグ付きのＭＡＣフレームを受信したＬＡＮスイッチは、タグ

の内容を解釈し適切なポートにＭＡＣフレームを転送する。

Ｂ ＬＡＮスイッチにそのＬＡＮスイッチのポートへの接続を許可する機器のＭＡＣアドレス

を設定しておくことにより、そのＭＡＣアドレス以外の機器からの接続を防止する機能は、

一般に、ＭＡＣアドレスフィルタリングといわれる。

Ｃ ＬＡＮスイッチのポートの不正利用を防ぐため、ＬＡＮスイッチのポートに機器が接続さ

れたときに認証を行い、認証に成功した場合にのみポートを開けることを可能とする認証プ

ロトコルを定めた規格として、ＩＥＥＥ８０２.１Ｘがある。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

サービス妨害攻撃について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① Ｌａｎｄ攻撃は、送信元ＩＰアドレスとＭＡＣアドレスを、攻撃対象のＩＰアド

レスとＭＡＣアドレスに偽装したＴＣＰのＳＹＮパケットを生成して相手に送りつ

けることにより行われる。

② ＳＹＮ Ｆｌｏｏｄ攻撃は、ＴＣＰコネクションの確立時に行われるチャレンジ

レスポンスの仕組みを悪用している。

③ Ｐｉｎｇ ｏｆ Ｄｅａｔｈ攻撃は、規定のサイズをはるかに超える巨大なイーサ

ネットフレームを分割して相手に送りつけることにより行われる。

④ Ｓｍｕｒｆ攻撃は、ＤＤｏＳ攻撃の一種であり、ＩＣＭＰエコー要求に対して応

答パケットを送り返す仕組みを悪用している。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰｓｅｃ－ＶＰＮについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。

Ａ ＩＰｓｅｃを用いる通信では、途中の経路でＮＡＴ処理が行われていると通信が正常に行

えない場合がある。ＮＡＴを越える通信を可能とするにはＩＰｓｅｃのパケットをＵＤＰの

パケットにカプセル化するなどの方法がある。

Ｂ ＩＰｓｅｃ－ＶＰＮで使用するＩＰｓｅｃは、ＯＳＩ参照モデルのデータリンク層で動作

するため、ＨＴＴＰ、ＦＴＰ、ＳＭＴＰなど上位のアプリケーションプロトコルを変更する

ことなくＩＰｓｅｃ－ＶＰＮを使用してアプリケーションを利用することができる。

Ｃ ＩＰｓｅｃ－ＶＰＮで用いられるＩＫＥは、ＩＰパケットの暗号化を行う際に使用する暗

号化鍵を交換するために利用される。

<(ク)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 
なお、試験問題では、  及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、全て架空のものです。 
 
(3) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 
 
(4) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 
［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい) ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい)  など 

 
(5) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 
 
(6) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 
 
(7) 試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 
 
(8) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 
 
(9) 法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しなどを表して 

います。また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(  )表記箇所の省 
略や部分省略などをしている部分がありますが、(  )表記の省略の有無などで正誤を問うような出題はしてお 
りません。 

 


